




























































































	 27	 	 倫理的規則「格言」：敵愛の教え
	 28	 	 並置的「格言」（parallelisums membrorum）
	 29-38	 	 「議論」
	 29-30	 	 「範例」
	 31	 	 前提：黄金律
	 32-34	 	 「修辞疑問」
4	 36	 	 「結論」：「格言」
　　　6:	39-42	 B.	 共同体の中での行動
	 39	 	 前提
	 40-42	 	 学びの共同体のための師弟関係の規則
　　　6:	43-45	 C.	 自分自身に向けての行動


















































































































































28, 35; 29-31; 32, 34, 36）
　第一に、この修辞学的議論の第一の「論証」(43)	では、「あなたがたの敵
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